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マ
ン
シ
ョ
ン
の
長
所
、
利
点
情
報
は
巷

に
溢
れ
て
ま
す
が
戸
建
て
住
宅
と
の
違

い
や
問
題
点
、
ま
し
て
盲
点
に
つ
い
て
目

に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
シ
リ

ー
ズ
は
雑
多
な
人
々
が
共
同
生
活
す
る

難
し
さ
、
裏
事
情
を
配
信
し
て
住
ま
い
探

し
の
検
討
材
料
の
１
つ
に
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
、
既
に
住
ん
で
い
る
方
に
あ
っ

て
は
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
、
安
心
・
安

全
に
住
ま
う
に
は
自
ら
が
何
を
為
す
べ

き
か
？ 

ご
自
身
で
考
え
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
ど
も
が
受
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン

に
関
す
る
電
話
相
談
で
時
々
、
対
応
を
誤

る
と
相
談
者
の
怒
り
を
買
う
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
原
因
の
多
く
は
相
談

者
が
マ
ン
シ
ョ
ン
館
内
の
権
利
関
係
を

理
解
で
き
て
な
い
こ
と
に
あ
り
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
次
号
に
掲
載
予
定
の
建
築
瑕

疵
問
題
に
入
る
前
に
戸
建
て
住
宅
に
は

な
い
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
て
も
分

か
っ
て
い
る
よ
う
で
誤
解
の
多
い
権
利

関
係
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
も
と
も
と
法

整
備
が
充
分
で
な
く
、
曖
昧
な
こ
と
か
ら

複
雑
怪
奇
な
話
し
に
な
り
ま
す
が
、
基
本

的
な
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
ご
と
に
管

理
規
約
（
契
約
時
に
渡
さ
れ
ま
す
）
が
あ

り
、
内
容
次
第
で
多
少
の
違
い
が
あ
り
ま

す
が
、
一
般
に
マ
ン
シ
ョ
ン
は
土
地
・
建

物
が
３
つ
の
権
利
区
分
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。 

①
専
有
部
（
各
区
分
所
有
者
の

住
戸
内
）
、
②
専
用
使
用
の
共
用
部
（
各

住
戸
の
バ
ル
コ
ニ
ー
な
ど
）
、
③
共
用
部

（
玄
関
、
廊
下
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
建
物

の
構
造
体
、
駐
車
場
な
ど
）
。 

「
専
有
部
」
は
当
然
、
個
人
の
持
ち
分
・

管
理
責
任
範
囲
で
「
共
用
部
」
は
管
理
組

合
の
管
轄
と
な
り
ま
す
。 

そ
う
は
言
っ
て
も
単
純
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
個
々
に
具
体
例
を
挙
げ
ま
す
。 

先
ず
各
住
戸
の
玄
関
扉
に
つ
い
て
、
内
側

仕
上
げ
は
専
有
部
な
の
で
区
分
所
有
者

が
自
由
に
模
様
替
え
で
き
ま
す
が
、
そ
の

扉
の
鉄
製
本
体
と
廊
下
側
外
張
り
仕
上

げ
は
共
用
部
な
の
で
表
札
さ
え
他
住
戸

と
異
な
る
も
の
、
シ
ー
ル
貼
り
、
模
様
替

え
な
ど
は
御
法
度
。
さ
ら
に
扉
の
鍵
は
専

用
使
用
で
あ
っ
て
も
共
用
部
で
す
の
で

キ
ー
シ
リ
ン
ダ
ー
を
勝
手
に
取
り
替
え

る
と
館
内
全
体
の
管
理
に
支
障
を
生
じ

ま
す
の
で
本
来
は
御
法
度
。
そ
の
ド
ア
キ

ー
で
す
が
、
何
処
の
マ
ン
シ
ョ
ン
も
館
内

入
口
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
と
各
住
戸
の
ド

ア
は
共
通
の
キ
ー
で
何
れ
も
開
閉
で
き

ま
す
。 

 

そ
こ
に
盲
点
あ
り
・
・
・
区
分
所
有
者
や

家
族
の
誰
か
が
紛
失
ま
た
は
他
人
に
ス

ペ
ア
キ
ー
を
渡
し
た
と
し
ま
す
。
こ
の
行

為
は
善
良
な
組
合
員
に
と
っ
て
不
可
抗

力
で
す
が
、
こ
れ
が
ね
ず
み
算
式
に
複
製

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
時
点
で
館

内
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
破
ら
れ
た
に

等
し
く
、
犯
罪
者
に
と
っ
て
は
館
内
の
廊

下
・
階
段
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
公
道
同
然
、

自
由
に
出
入
り
可
能
と
な
り
ま
す
。 

居
住
マ
ン
シ
ョ
ン
と
同
じ
扱
い
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
あ
る
館
内
温
泉
施
設
付
き
の

リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
温
泉
施
設
へ

通
じ
る
キ
ー
を
ロ
ビ
ー
の
オ
ー
ト
ロ
ッ

ク
と
連
動
し
な
い
カ
ー
ド
式
に
し
た
途
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端
、
水
道
使
用
料
が
半
分
以
下
に
な
っ
た

と
い
う
例
が
あ
り
ま
す
。 

 

エ
ア
コ
ン
の
取
付
け
を
家
電
量
販
店

に
依
頼
す
る
と
業
者
は
権
利
関
係
な
ど

知
る
由
も
な
い
た
め
、
己
の
作
業
効
率
最

優
先
、
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
壁
穴
を
空

け
よ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
内
装
仕
上
げ

と
下
地
ボ
ー
ド
は
専
有
部
で
す
が
、
壁
・

梁
・
柱
な
ど
の
構
造
躯
体
は
共
用
部
で
あ

り
建
物
の
構
造
強
度
に
関
わ
る
部
分
、
や

っ
て
は
な
ら
な
い
行
為
で
す
。 

 

バ
ル
コ
ニ
ー
側
、
サ
ッ
シ
ュ
の
窓
ガ
ラ

ス
は
専
有
部
（
共
用
部
の
場
合
も
あ
る
の

で
個
々
の
管
理
規
約
参
照
）
で
す
が
、
サ

ッ
シ
ュ
枠
は
共
用
部
な
の
で
夫
婦
喧
嘩

し
て
ガ
ラ
ス
は
割
っ
て
も
サ
ッ
シ
ュ
枠

は
壊
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

バ
ル
コ
ニ
ー
の
設
置
目
的
は
防
災
・
避

難
で
す
。
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
は
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
な
ど
を
は
や
し
立
て
て
い
ま
す
が
、

隣
戸
で
火
災
発
生
、
バ
ル
コ
ニ
ー
戸
境
壁

を
破
壊
し
た
も
の
の
棚
や
植
木
鉢
が
障

害
と
な
り
避
難
で
き
ず
焼
死
と
な
れ
ば

結
果
的
に
は
殺
人
行
為
で
す
。 

 

バ
ル
コ
ニ
ー
の
設
置
目
的
を
は
き
違
え

る
よ
う
な
俄
か
園
芸
家
を
お
だ
て
る
メ

デ
ィ
ア
に
は
違
和
感
を
覚
え
ま
す
ね
。
景

観
の
問
題
も
あ
り
、
布
団
干
し
さ
え
規
制

し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。 

以
前
「
マ
ン
シ
ョ
ン
が
鳩
の
糞
害
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
」
と
の
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
行
っ
て
み
る
と
幾
つ
も
の
住
戸
が
バ

ル
コ
ニ
ー
前
に
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
個
々
の

住
戸
ご
と
に
鳩
と
格
闘
し
て
い
る
様
子
。

と
こ
ろ
が
鳩
を
飼
育
し
て
い
る
区
分
所

有
者
が
複
数
い
る
こ
と
が
発
覚
、
多
く
の

区
分
所
有
者
に
と
っ
て
は
迷
惑
そ
の
も

の
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
知
人
か
ら
「
鳩

は
上
部
か
ら
下
の
安
全
を
確
認
し
、
降
下

す
る
習
性
が
あ
る
」
と
聞
き
、
屋
上
パ
ラ

ペ
ッ
ト
上
端
に
ワ
イ
ヤ
ー
の
設
置
を
提

案
、
鳩
が
留
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
大
当
た
り
、
以
後
、
鳩
の
糞
害
か
ら
解

放
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
問
題
は
、
一
部
の
不
心
得
者
の
た

め
に
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
の
修
繕
積
立
金

の
中
か
ら
鳩
除
け
の
工
事
費
が
拠
出
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
団
体
・
共
同
生

活
で
あ
る
以
上
、
ペ
ッ
ト
問
題
を
含
め
、

趣
味
や
好
み
で
勝
手
な
振
る
舞
い
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
ね
。 

 

権
利
関
係
が
最
も
複
雑
な
の
は
パ
イ

プ
ス
ペ
ー
ス
内
で
す
。
物
置
代
わ
り
に
使

っ
て
い
る
区
分
所
有
者
も
居
ま
す
が
、
区

画
内
は
共
用
部
で
す
し
管
理
上
の
問
題

が
生
じ
ま
す
の
で
私
物
は
置
け
ま
せ
ん
。

設
置
さ
れ
て
い
る
配
管
設
備
で
、
主
に
上

階
床
・
下
階
床
を
貫
通
し
て
い
る
配
管
や

電
気
幹
線
類
は
共
用
部
。
そ
こ
か
ら
横
引

き
さ
れ
、
住
戸
方
向
に
向
い
た
配
管
は
専

有
部
で
バ
ル
ブ
や
メ
ー
タ
ー
位
置
な
ど

を
境
界
と
し
、
管
轄
区
分
さ
れ
ま
す
。 

 

パ
イ
プ
ス
ペ
ー
ス
内
か
ら
漏
水
、
下
階
が

水
浸
し
に
な
っ
た
場
合
、
専
有
部
か
ら
の

漏
水
な
ら
ば
被
害
保
障
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。 

 

廊
下
に
自
転
車
な
ど
の
私
物
を
置
い

て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
を
多
く
見
掛
け
ま

す
が
、
共
用
部
で
す
の
で
管
理
組
合
の
許

可
が
必
要
で
す
。
筆
者
個
人
に
は
「
秩
序

無
し
、
管
理
が
行
き
届
い
て
な
い
」
よ
う

見
え
ま
す
。
中
古
購
入
を
検
討
す
る
な
ら

ば
、
一
事
が
万
事
と
考
え
、
避
け
た
方
が

無
難
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

ﾊﾟｲﾌﾟｽﾍﾟｰｽ内の共用部と専用部 

バルコニーのｶﾞｰﾃﾞﾝﾆﾝｸﾞはご法度 

住戸内の共用部と専用部 

パラペットに鳩除けﾜｲﾔｰ設置 
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筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
マ
ン
シ

ョ
ン
に
関
す
る
相
談
は
上
階
か
ら
の
水

漏
れ
、
騒
音
、
結
露
、
耐
震
性
な
ど
が
多

い
の
で
す
が
、
相
談
内
容
が
共
用
部
な
の

か
？ 

専
有
部
な
の
か
？ 

電
話
の
向

こ
う
の
言
い
分
だ
け
で
判
断
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
一
概
に
「
騒
音
」
や
「
結

露
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
も
、
居
住
者
の
使

用
方
法
に
問
題
が
あ
る
場
合
と
建
物
に

問
題
が
あ
る
場
合
で
は
対
応
方
法
が
異

な
り
ま
す
。
専
有
部
な
ら
ば
立
入
り
調
査

で
き
ま
す
が
、
建
物
外
観
、
ロ
ビ
ー
、
廊

下
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
周
り
な
ど
に
「
ひ
び

割
れ
が
あ
る
の
で
調
査
し
て
欲
し
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
も
共
用
部
の
不
具
合
事

象
は
管
理
組
合
管
轄
の
た
め
許
可
が
な

け
れ
ば
関
与
で
き
ま
せ
ん
。
「
管
理
組
合

の
許
可
」
と
な
れ
ば
「
総
会
議
決
」
が
必

要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
戸
建
て
住

宅
は
持
ち
主
判
断
で
緊
急
対
応
で
き
ま

す
が
マ
ン
シ
ョ
ン
は
タ
イ
ム
ラ
グ
を
生

じ
る
こ
と
が
必
至
、
建
物
・
設
備
の
加
速

度
的
劣
化
を
招
き
ま
す
。 

 

あ
る
時
「
大
規
模
修
繕
工
事
中
だ
が
役

員
（
理
事
）
が
業
者
か
ら
金
を
貰
い
、
勝

手
な
工
事
し
て
い
る
」
と
い
う
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
内
心
「
あ
り
そ
う
な
話
し
」

と
思
い
つ
つ
も
、
私
ど
も
は
建
築
相
談
の

み
で
す
し
、
そ
の
よ
う
な
役
員
（
理
事
）

を
総
会
で
選
任
し
た
の
は
組
合
員
全
員

の
責
任
で
す
。
冷
た
い
よ
う
で
す
が
「
共

用
部
の
問
題
な
の
で
管
理
組
合
を
通
し

て
下
さ
い
」
と
し
か
回
答
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
う
は
言
っ
て
も
相
談
者
に
と
っ

て
、
そ
の
管
理
組
合
役
員
が
当
事
者
で

す
。
察
す
る
に
、
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区

分
所
有
者
の
多
く
は
何
事
に
も
関
心
が

薄
く
、
無
責
任
な
住
民
が
多
い
の
で
し
ょ

う
。
無
頓
着
・
無
関
心
な
居
住
者
が
多
い

と
善
良
な
区
分
所
有
者
で
も
少
数
派
で

は
主
張
・
意
見
が
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
前
号
の
冒
頭
で
お
話
し
し
た
維

持
・
管
理
・
運
営
を
目
的
と
す
る
任
意
団

体
と
し
て
の
機
能
が
欠
如
、
そ
の
結
果
、

時
限
爆
弾
（
建
物
の
劣
化
や
区
分
所
有
者

の
分
裂
）
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

《
次
回
は
建
築
上
の
瑕
疵
・
欠
陥
問
題

に
つ
い
て
掲
載
を
予
定
し
ま
す
》 

 

最
近
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
つ

つ
あ
る
こ
と
を
、
仕
事
を
通
じ
て
感
じ
取

る
こ
と
が
あ
る
。 

一
．
二
人
以
下
で
の
生
活 

二
．
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
の
生
活 

三
．
老
夫
婦
世
帯
の
生

活
と
三
つ
の
世
帯
を
例
に
し
て
み
ま
し

た
。 私

は
、
業
務
上
、
依
頼
者
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
区
分
で
あ
る
ト
イ
レ
、
台
所
、
浴
室

等
で
の
点
検
、
調
査
、
修
繕
を
す
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
キ
ッ
チ
ン
の

換
気
扇
、
台
所
シ
ン
ク
の
下
、
排
水
口
を

見
た
だ
け
で
、
油
料
理
が
多
い
と
か
、
料

理
を
あ
ま
り
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

が
、
長
年
の
経
験
で
分
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。 単

身
者
、
夫
婦
二
人
生
活
で
は
、
入
浴

よ
り
、
シ
ャ
ワ
ー
の
方
に
使
用
頻
度
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
共
働
き
、
帰
宅
時
間

が
ま
ち
ま
ち
、
帰
宅
時
間
が
遅
い
等
で
手

っ
取
り
早
い
シ
ャ
ワ
ー
の
方
が
使
わ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
水
回
り
は
、

高
機
能
の
器
具
や
、
内
部
部
品
が
汎
用
品

で
な
い
も
の
は
、
避
け
る
べ
き
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
の
生
活
で
は
、
ト
イ
レ
、

洗
面
所
、
浴
室
等
は
、
使
用
頻
度
が
人
数

分
多
く
な
り
、
給
水
栓
か
ら
の
漏
水
、
排

水
詰
ま
り
が
発
生
す
る
。
多
く
の
原
因
は
、

居
住
者
の
荒
い
使
い
方
や
、
雑
な
使
い
方

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
分
、
交
換
時
期
も
早

く
な
り
、
洗
面
台
セ
ッ
ト
物
な
ど
、
簡
単

に
交
換
で
き
な
か
っ
た
り
、
代
替
品
が
な

か
っ
た
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
重
視
の
ほ
う

が
無
難
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

老
夫
婦
世
帯
で
は
、
衛
生
器
具
は
、
古

い
も
の
が
多
く
長
持
ち
し
て
い
る
。
排
水

口
も
案
外
き
れ
い
で
あ
る
が
、
ト
イ
レ
の

詰
ま
り
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
う
っ

か
り
物
を
流
し
た
り
、
非
健
常
者
が
尿
漏

れ
パ
ッ
ト
を
流
し
た
り
す
る
。
リ
フ
ォ
ー

ム
時
は
、
排
水
管
ル
ー
ト
と
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
性
を
十
分
考
慮
す
べ
き
で
あ
る 

又
、
浴
室
の
シ
ャ
ワ
ー
付
き
混
合
水
栓

も
、
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
付
き
の
方
が
、
や

け
ど
の
心
配
も
少
な
く
な
る
。
洗
濯
水
栓

に
つ
い
て
も
、
古
く
な
っ
た
ホ
ー
ス
が
外

れ
て
も
水
が
止
ま
る
緊
急
遮
断
弁
付
き

水
栓
が
良
い
。 

◆
設
備
コ
ラ
ム
◆ 

『
既
存
設
備
と
こ
れ
か
ら
の
設
備
』 

 

文
責 

建
築
Ｇ
メ
ン 

織
笠 

聡  
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最
近
で
は
、
排
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
で

排
出
す
る
ど
こ
に
で
も
移
動
、
設
置
で
き

る
介
護
用
ト
イ
レ
も
あ
る
。 

 

以
前
、
大
手
陶
器
メ
ー
カ
ー
の
過
剰
す

ぎ
る
性
能
の
便
器
が
あ
り
ま
し
た
。
床
に

は
体
重
計
、
壁
に
は
血
圧
計
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
で

主
治
医
に
尿
酸
値
等
を
送
り
健
康
管
理

を
す
る
為
の
性
能
が
あ
っ
た
。
設
置
に
も

半
日
以
上
か
か
る
。
「
こ
ん
な
便
器
必
要

な
い
だ
ろ
う
」
と
、
思
っ
て
い
た
が
、
５

０
棟
近
く
の
新
築
建
て
売
り
に
設
置
さ

れ
た
。
や
は
り
買
い
主
の
中
に
は
、
便
器

の
交
換
や
、
不
必
要
な
機
器
の
取
り
外
し

を
要
求
し
た
方
々
が
い
た
。
買
い
手
の
要

求
が
な
い
の
に
、
押
し
付
け
で
高
額
な
機

器
を
設
置
し
て
た
り
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
感
覚

で
過
小
機
能
の
機
器
手
洗
い
の
設
置
も

あ
っ
た
。
機
器
の
選
定
に
は
、
デ
ザ
イ
ン

的
に
良
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
寿
命

が
あ
る
た
め
、
汎
用
部
品
で
交
換
可
能
な

物
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。 

建
築
Ｇ
メ
ン
相
談
員
（
設
備
）
と
し
て
、

い
ま
ま
で
複
数
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し

た
が
、
戸
建
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
施
設
等
、

一
つ
と
し
て
同
一
案
件
が
な
く
、
中
に
は

設
備
業
者
と
思
わ
れ
る
相
談
者
も
お
り

ま
し
た
。
素
人
の
方
の
相
談
は
、
状
況
を 

上
手
く
聞
き
出
す
た
め
に
、
聞
き
取
り
調

査
の
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。
頭
の
中
で
建

物
を
描
き
、
建
物
の
構
造
、
用
途
別
の
設

備
シ
ス
テ
ム
や
、
系
統
を
想
像
し
て
、
一

般
の
設
備
の
概
要
を
説
明
し
て
お
り
ま

す
。
相
談
の
中
に
は
、
私
の
指
摘
で
、
大

手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
下
水
工
事
が
無

届
工
事
で
あ
っ
た
り
、
自
主
点
検
方
法
を

指
導
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

近
年
、
住
宅
設
備
機
器
も
、
省
エ
ネ
化

や
、
CO2
削
減
等
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
太
陽
光
発
電
、
太
陽
熱
を
利
用

し
た
給
湯
設
備
や
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
の

熱
交
換
シ
ス
テ
ム
、
蓄
熱
設
備
、
蓄
電
設

備
、
ガ
ス
に
よ
る
発
電
設
備
等
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
い
ま
ま
で
は
、
大

規
模
施
設
や
ビ
ル
等
で
採
用
さ
れ
て
い

た
も
の
が
戸
建
て
住
宅
で
も
使
わ
れ
始

め
、
中
に
は
、
補
助
金
制
度
や
借
入
金
の

緩
和
等
、
国
や
行
政
が
、
推
進
し
て
い
る

設
備
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
自
分
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
、
ど
れ
が
必
要
で
あ

る
か
よ
く
考
え
選
定
す
る
必
要
が
あ
る

と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 

 

 

 

地
域
行
政
か
ら
の
要
望
で
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
相
談
員
と
の
研
修
会
が
２
回

行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
当
会
の
石
岡

常
任
理
事
が
講
師
の
立
場
で
対
応
さ
れ

ま
し
た
。 

 

実
施
さ
れ
た
概
要
を
下
記
に
報
告
致

し
ま
す
。 

一
・「
取
手
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

相
談
員
の
研
修
会
」 

１
・
映
像
に
よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事 

 
 

 
 

例
と
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
事
例 

２
・
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
の
手
口
と

流
れ 

３
・
よ
い
業
者
の
選
び
方 

４
・
見
積
書
の
簡
単
な
見
方 

５
・
適
正
価
格
の
見
分
け
方 

６
・
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
注
意
し
て
リ
フ

ォ
ー
ム
を
お
願
い
し
た
ら
よ
い

か 

７
・
ト
ラ
ブ
ル
は
な
ぜ
起
き
る
の
か 

二
・「
佐
倉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

相
談
員
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会] 

 

１
・
戸
建
て
住
宅
の
構
造 

 

２
・
確
認
申
請
の
手
続
き
の
な
が
れ 

 

３
・
基
礎
か
ら
住
宅
が
出
来
る
ま
で
の

の
流
れ(

映
像
説
明) 

 

４
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
構
造 

 

５
・
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
を
受
け
る
場
合

の
注
意
点 

 

相
談
員
の
方
々
は
熱
心
に
受
講
さ
れ
、 

大
変
に
有
意
義
な
研
修
会
だ
っ
た
と
好

評
を
頂
き
ま
し
た
。 

  

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
は
、
行
政
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
、
建
築
・
不
動
産
関
係
企
業
、

民
間
団
体
等
か
ら
の
講
演
依
頼
に
対
し
、

講
師
と
し
て
建
築
Ｇ
メ
ン
を
ご
紹
介
し

て
お
り
ま
す
。
ご
要
望
の
際
は
、
建
築
Ｇ

メ
ン
の
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

  
 

 

千
葉
グ
ル
ー
プ
の
活
動
報
告 

「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・ 

相
談
員
の
研
修
会] 

 

文
責 

理
事 

松
下 

峻
夫 
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一
度
決
め
た
こ
と
を
、
後
に
な
っ
て
後

悔
す
る
！ 

ど
う
も
私
は
、
そ
ん
な
ダ
メ

人
間
ら
し
い
。 

 

禁
煙
が
そ
う
だ
、
数
万
円
も
払
っ
て
禁

煙
に
挑
戦
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
始
め
て

す
ぐ
に
「
や
ら
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
！
」
と

後
悔
す
る
。
半
年
後
に
は
喫
煙
復
活
！ 

意
思
の
問
題
だ
ろ
う
が
、
情
け
な
く
な
る
。 

こ
ん
な
私
が
、
今
年
10
月
に
初
挑
戦
の 

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
た
。 

２
時
間
半
で
走
れ
る
こ
と
が
条
件
の

一
つ
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
無
視
し
て
応
募

し
た
。
自
慢
じ
ゃ
な
い
が
、
こ
こ
20
年
程

ま
と
も
な
運
動
は
し
て
い
な
い
し
、
ゴ
ル

フ
も
年
に
数
回
、
散
歩
に
近
い
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
試
し
に
走
る
と
２
キ
ロ
も
行
か
ず

に
息
が
上
が
る
。 

 

「
申
し
込
む
ん
じ
ゃ
な
か
つ
た
！
」
と

後
悔
！
8
月
ま
で
は
、
ま
だ
先
だ
と
の
思

い
と
、
ひ
ど
い
暑
さ
で
練
習
は
10
日
間
ほ

ど
。
見
か
ね
た
後
輩
が｢

一
緒
に
練
習
し

よ
う｣

と
言
っ
て
き
た
。 

9
月
４
日
の
練
習
初
日
は
３
キ
ロ
程

で
息
が
あ
が
る
。
翌
週
か
ら
個
人
練
習
。 

 

苦
し
い
が
メ
ゲ
ず
に
走
る
と
距
離
が

伸
び
て
い
る
の
が
判
る
。
個
人
練
習
を
挟

み
合
同
練
習
を
３
回
行
っ
て
、
10
月
中
旬

に
は
何
と
か
15
キ
ロ
を
走
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
キ
ロ
７
分
が
ベ
ス
ト
だ
っ
た
。 

さ
て
本
番
の
10
月
26
日
は
曇
天
の
中

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
周
り
に
引
き
ず
ら
れ
、

キ
ロ
６
分
強
ペ
ー
ス
で
快
調
に
走
る
と

こ
ろ
、
曇
天
か
ら
晴
天
に
変
わ
り
汗
が
出

て
息
が
上
が
り
ペ
ー
ス
が
落
ち
る
。
ハ
ァ

ハ
ァ
し
つ
つ
も
何
と
か
10
キ
ロ
走
る
も

ま
だ
半
分
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
歩
き
出
す
人

が
出
て
く
る
、
一
緒
に
何
度
か
歩
い
て
し

ま
う
が
ど
う
に
か
15
キ
ロ
を
過
ぎ
る
。 

 

誠
に
キ
ツ
イ
!
残
り
距
離
が
3
キ
ロ
、

残
時
間
が
25
分
。
通
常
な
ら
キ
ロ
７
分
で

間
に
合
う
が
、
身
体
が
き
つ
い
。
弱
気
な

心
が
現
れ
て
く
る
。
で
も
走
り
続
け
た
。 

 

時
計
を
見
る
と
「
何
と
か
な
り
そ
う
、

や
っ
た
か
も
!
」
ヘ
ロ
ヘ
ロ
で
ゴ
ー
ル
し

た
。 

 
 
 
 

 
 

結
果
は
２
時
間
２９
分
17
秒
、
か
ろ
う

じ
て
時
間
ギ
リ
ギ
リ
で
の
完
走
だ
、
気
分

が
良
い
! 

 

ハ
ー
フ
だ
っ
た
が
完
走
で
き
た
こ
と

で
自
分
を
見
直
し
た
り
も
し
て
い
る
。 

 

「
意
外
と
や
る
じ
ゃ
ん
、
自
分
っ
て
!!
」 

Ｇ
メ
ン
の
会
に
は
、
今
年
６
月
に
入
会
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
私
で
す

が
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

 

 

千
葉
地
区
で
の
講
演
会
・
相
談
会
に

度
々
足
を
お
運
び
の
、
木
嶋
様
か
ら
投
稿

頂
き
ま
し
た
の
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

15
年
程
前
の
こ
と
で
す
が
、
ヒ
ョ
ン
な

こ
と
か
ら
近
所
の
老
人
介
護
施
設
の
送

迎
を
手
伝
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

一緒に活動しませんか！ 

 

●会員の種類   ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000円 

消費者正会員 ----- 12,000円 

一 般 会 員  -----  6,000円 

団体一般会員 ----- 48,000円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

会員の種類： 
正会員、消費者正会員、一般会員、団体一般会員の４種あります。「義務と
権利」、「会費」が異なります。 
 
▽正会員 
「正会員」は、会の中核を担う存在で、総会の議決権を持ち、会の目的達成
のために必要な活動をし、会の運営に携わるものとします。相談等の業務へ
の対応は消費者正会員を除く「正会員」である必要があります。 
 
▽一般会員 
「一般会員」は「正会員」に比べ賛助会員としての性格を帯びています。も
ちろん積極的な参加もできますが、イベント参加や情報提供だけで良いとい
う方向けのものです。会社など団体で登録される場合は「団体一般会員」と
なりますが、会社の責任者が別途正会員になる必要があります。また、団体
一般会員であることを宣伝したり、名刺等に表記できません。 
   

《
新
入
会
員
か
ら
の
投
稿
》 

『
意
外
と
や
る
じ
ゃ
ん
、 

自
分
っ
て
！
』 

 

文
責 

 
正
会
員 

黒
田 

誠 
  

◇
一
般
者
か
ら
の
投
稿
◇ 

「
あ
れ
か
ら
10
年
、 

い
つ
の
間
に
か
自
分
も
」 

文
責 

船
橋
市
在
住 

木
嶋
様 
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初
め
は
慣
れ
な
い
こ
と
で
心
身
共
に

と
て
も
疲
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ
れ
で
も

数
週
間
過
ぎ
る
頃
に
は
何
と
な
く
慣
れ

て
、
利
用
者
さ
ん
（
お
客
様
）
と
も
会
話

を
交
わ
し
な
が
ら
車
を
走
ら
せ
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
朝
に
晩
に
お
会
い
す
る
か

ら
段
々
親
し
く
な
り
、
「
叔
父
さ
ん
、
何

で
も
良
い
か
ら
口
笛
吹
い
て
！
」
な
ど
の

注
文
が
有
っ
た
り
し
て
、
結
構
楽
し
く
行

き
来
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
近
隣
の
方
々

な
の
で
乗
っ
て
い
る
時
間
は
長
く
て
も

10
分
く
ら
い
、
や
や
こ
し
い
話
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
お
年
寄
り
ば
か
り
で

す
が
、
元
気
よ
く
明
る
く
楽
し
そ
う
で
す
。 

 

あ
る
方
は
歴
代
の
天
皇
の
名
前
を
ス

ラ
ス
ラ
言
い
切
り
、
あ
る
方
は
教
育
勅
語

を
完
璧
に
述
べ
、
数
え
歌
な
ど
を
か
な
り

の
長
さ
を
覚
え
て
い
て
歌
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。 

 

私
は
そ
ん
な
お
年
寄
り
が
と
て
も
好

き
に
な
り
、
到
着
後
も
仲
間
に
加
わ
っ
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
く
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
し
た
。 

で
も
将
来
の
為
に
通
っ
て
い
る
学
校

な
ど
と
違
い
、
皆
さ
ん
は
日
一
日
お
年
を

重
ね
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
車
へ
の
乗
り

降
り
、
歩
く
速
さ
、
食
事
を
と
る
時
間

等
々
、
そ
の
頃
の
私
は
皆
さ
ん
に
こ
れ
と

い
っ
た
理
由
は
な
い
け
れ
ど
「
そ
ば
に
居

る
お
年
寄
り
の
為
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
た
ら
！
」
と
私
な
り
に
頑
張
っ
て
み

ま
し
た
。 

五
年
程
お
手
伝
い
を
し
た
頃
、
人
様
を

車
に
乗
せ
る
こ
と
の
重
み
に
自
信
が
無

く
な
り
辞
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
で
は

す
っ
か
り
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
９
月
が
誕
生
日
の
私
に
、『
後

期
高
齢
者
』
通
知
が
届
き
ま
し
た
、
あ
れ

か
ら
１０
年
過
ぎ
て
い
た
の
で
す
。 

い
つ
の
間
に
か
自
分
も
あ
の
頃
の
皆
さ

ん
と
同
じ
年
代
を
歩
ん
で
い
る
の
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
先
輩
諸
氏
に
負
け
な
い
、

元
気
で
明
る
い
素
敵
な
年
寄
り
を
目
指

し
て
生
き
て
行
こ
う
と
心
に
決
め
ま
し

た
。 

  
 
 

 
 

   

    
  

  

～～
編編
集集
後後
記記
～～ 

 

第
二
次
安
倍
内
閣
の
衆
院
が
抜
き
打

ち
解
散
さ
れ
ま
し
た
。 

[

な
ぜ
今
解
散
、
そ
の
大
義
は] 

選
挙
の
費
用
は
約
七
百
億
円
も
要
し
、

国
民
が
一
番
忙
し
い
師
走
の
選
挙
で
す
。 

 

我
々
一
般
人
に
は
、[

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス]

の
恩
恵
は
受
け
な
い
ま
ま
で
し
た
。
綺
麗

毎
ば
か
り
の
政
治
に
う
ん
ざ
り
し
て
い

ま
す
。
複
数
大
臣
の
不
祥
事
退
任
か
ら
の

「
隠
し
解
散
?
」
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て

し
ま
い
ま
す
。 

 

投
票
す
る
者
と
し
て
、
自
分
の
一
票
を

ど
う
し
た
ら
国
政
に
繋
げ
る
こ
と
が
で

き
る
か
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。 

 

解
散
の
理
由
が
何
で
あ
る
か
、
そ
し
て

選
挙
で
民
意
を
問
う
目
的
を
し
っ
か
り

把
握
し
て
か
ら
、
有
権
者
と
し
て
選
挙
に

臨
ん
で
行
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 巨

額
の
費
用
が
「
祭
り
費
用
」
に
終
わ

ら
な
い
よ
う
に
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
Ｔ
・
Ｍ
） 
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